
 
総社市立昭和五つ星学園PTA規約（案） 

                                     R5.12.1案 

第１章 名  称 

第１条 本会は、総社市立昭和五つ星学園PTAと称し、事務局を幼稚園さくらキャン 

パス、１－５アクティブキャンパス、６－９フロンティアキャンパス（以下 

「各キャンパス」）に置き、６－９フロンティアキャンパス内に事務局本部を

置く。 

   

第２章 目  的 

第２条 本会は、保護者と教職員が協力し、家庭・学校及び社会における幼児・児童 

及び生徒の幸福と望ましい成長を図ることを目的とする。 

 

第３章 組  織 

第３条 本会は、総社市立昭和五つ星学園義務教育学校及び総社市立昭和五つ星学園 

   幼稚園をもって組織する。 

第４条 本会は、前章の目的を達成するため、義務教育学校では専門部として広報部， 

育成部，事業部を設ける。各部の事業内容は評議員会で決定する。 

   

第４章 会  員 

第５条 １ 本会は会員と準会員を置く。 

    会員及び準会員は、昭和五つ星学園の幼児・児童・生徒の保護者及び

昭和五つ星学園に勤務する教職員とする。 

    ２ 準会員は、会費を納入するが、役員は免除される。ただし、協議内容の  

     決議権はない。 

 
本会は、昭和五つ星学園の幼児・児童・生徒の保護者及び昭和五つ星学園
に勤務する教職員をもって組織する。 

 

第６条 本会への入会は、入園・入学及び転入学時に行い、特に申し出のない限り、 

学園を卒業するまで継続される。退会を希望する場合は、会長に申し出る。 

   

第５章 会  費 

第７条 本会の会費は、学園内の幼児・児童・生徒、一人につき、月額２００円（年 

間２,４００円）とする。ただし、幼児・児童・生徒が、一世帯の中から三人以

上在籍している場合は、三人目からは免除される。 

 

 



第６章 会  計 

 第８条 本会の経費は、会費・事業収入及び寄付金をもって支弁する。 

 第９条 本会の会計年度は、４月１日に始まり翌年３月３１日に終わる。 

 

第７章 役  員 

 第10条 １ 義務教育学校の役員は、次のとおりとする。 

    会長１名  副会長４名（１名は校長を充てる） 監査委員２名（１－５ア 

クティブキャンパスと６－９フロンティアキャンパスから各１名）  

会計４名（事務局） 専門部部長（各１名）専門部副部長（副会長が兼務） 

評議員若干名（各学年から選出）          

２ 幼稚園の役員は、次のとおりとする。 

   代表１名  副代表２名（１名は園長を充てる） 会計１名（事務局） 

 第11条 役員の任期は１年とする。ただし、重任してもよい。 

 第12条 1  義務教育学校の会長、副会長及び監査委員は、評議員会で選出し、総会 

において承認を受ける。他の役員は会長が任命又は委嘱する。 

２ 幼稚園の代表、副代表は、会員全員で選出し、総会において承認を受ける。 

 第13条 役員の任務は次のとおりとする。 

１ 会長は、諸会議の招集及び司会をし、本会を代表して一切の任務を遂行する。 

２ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるときはその代行をする。また、

部長と協力して各部の事業運営に当たる。 

３ 評議員は、本会に関する重要事項の審議及び議決をし、全員がいずれかの部

に属して事業遂行に当たる。 

４ 各部の部長は、各部の評議員で互選し、部の事業の企画運営に当たる。      

５ 代表は、義務教育学校PTAと連携しながら幼稚園内を統括する。 

６ 副代表は、代表を補佐し、代表に事故があるときはその代行をする。 

７ 監査委員は、各キャンパスの会計の監査及び業務執行の監査に当たる。 

８ 会計は、本会の会計を司り、収支決算報告をする。 

 

第８章 機  関 

 第14条 １ 総会は、会員全員をもって構成し、最高決議機関とする。 

       ２ 総会は会員の過半数の出席をもって成立する。 

     ３ 総会における議決は出席者の過半数による。賛否同数の場合は議長がこ 

      れを決する。 

第15条 総会は、年１回定期に開催する。ただし、会長の招集や評議員会の決議によ  

   り臨時に開催することができる。 

 

 



 第16条 総会には、次の事項を付議する。 

    １ 予算・決算   ２ 規約の変更 ３ 役員の選出  

    ４ 事業報告及び事業計画 ５ その他必要な事項 

第17条 運営委員会は、会長、副会長等をもって構成し、必要に応じて本会の事業及  

   び会務を企画審議する。 

 第18条 評議員会は、本会の重要な事項について審議し、総会に次ぐ議決機関とする。 

第19条 各部会は、部の事業を具体化し、遂行する。 

 第20条 本会の慶弔規定は次のとおりとする。 

 

  
死  亡 

 
入院（１０日以上） 
自宅療養（１ヵ月以上） 

 
非常災害 

 
その他 

幼児 
児童 
生 徒 

２０,０００円 

生花 
５,０００円 協議決定 協議決定 

会員 

 

１０,０００円 

生花 
 協議決定 協議決定 

     

   

第９章 規約の改正 

 第21条 本会の規約は、総会の決議により改正することができる。 

    

 

 

付則 

 この規約は、令和６年４月１日から実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


